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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第３四半期累計期間
第47期

第３四半期累計期間
第46期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 17,064,838 16,838,955 21,216,917

経常利益 （千円） 925,437 1,016,734 637,724

四半期（当期）純利益 （千円） 607,185 670,245 275,826

持分法を適用した場合の　

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 1,910,645 1,910,645 1,910,645

発行済株式総数 （株） 7,275,500 7,275,500 7,275,500

純資産額 （千円） 6,943,648 7,185,663 6,562,264

総資産額 （千円） 16,401,419 16,984,974 14,530,825

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 86.06 95.00 39.09

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 42.34 42.31 45.16

 

回次
第46期

第３四半期会計期間
第47期

第３四半期会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 69.99 96.92

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社は、セガ事業から撤退致しました。

　これは、アミューズメント施設であるセガワールド古川店が、新型コロナウイルス感染症の影響により売上高が大

幅に減少したこと及びこの状況が長期化するものと予想されることから、同影響が最も少ないダイソーへ業態変更を

実施するためのものであります。

　これに伴い、2020年９月末にセガワールド古川店を閉店、同年11月にダイソー古川バイパス店を開店しており、そ

の他のセグメントの店舗数に増減はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が提出会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る以下のリスクが発生しております。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

〈外部環境リスク〉

　新型コロナウイルス等、感染拡大による資金リスク

　当社の本社がある宮城県において、新型コロナウイルス等の感染拡大により外出自粛要請が発令された場合、金融

機関からの資金調達において迅速な処理ができず、手元資金不足により支払遅延等が発生し、当社に対する与信限度

額の減少等が発生する可能性があります。

　当社は、通常、支出見込みに対する資金管理を徹底しており、本リスクは発生したことはありませんが、新型コロ

ナウイルス感染症の第２波以降による本リスクを回避するために、当第３四半期累計期間において当座貸越枠より

700百万円の借入を実行し、同感染症拡大の収束が見えるまでの期間、手元資金を増加させております。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間における我が国の経済環境は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言による

外出・営業自粛等の要請により個人消費動向が減少し、経済環境は非常に厳しい状況となりました。緊急事態宣言

解除後は緩やかに回復しているものの、個人消費動向及び景気の先行きにつきましては、同感染症の第２波以降の

発生懸念により、依然として不透明な状況が続いております。

当社におきましても、2020年４月の緊急事態宣言の発令に伴い自遊空間及びセガは営業自粛、TSUTAYA及びコメ

ダ珈琲店は営業時間の短縮を余儀なくされ、同宣言解除後の現在もなお、自遊空間につきましては個人消費動向が

回復に至っておらず、厳しい状況となっております。

主たる事業であるイエローハット事業では、休業要請を行わない施設に指定されたことを受けて、通常営業を継

続しておりましたが、趣味嗜好品の消費動向は回復傾向にあるものの低調に推移しております。

そのような環境の中、当社におきましては、会社方針に『あるもの活かし』を掲げ、徹底した「経費削減」と

「売上総利益率改善計画」の実現に向け、全社一丸となって取り組んで参りました。

2020年９月に宮城県大崎市にあるセガワールド古川店を退店し、同年11月に福島県会津若松市にアップガレージ

会津インター店及び宮城県大崎市にダイソー古川バイパス店を出店致しました。

当第３四半期会計期間末の店舗数は、イエローハットが88店舗、TSUTAYAが９店舗、アップガレージが８店舗

（前年同期間比１店舗増）、カーセブンが３店舗、ダイソーが３店舗（前年同期間比１店舗増）、自遊空間が１店

舗、宝くじ売場が５店舗、コメダ珈琲店が１店舗の合計118店舗（前年同期間比１店舗増）となっております。

この結果、当第３四半期累計期間の財政状態及び経営成績は、以下の通りとなりました。

［財政状態］

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は2,549百万円増加し、9,822百万円（前事業年度末7,273百

万円）となっております。これは主に、未収入金（その他の流動資産）が55百万円減少したものの、現金及び預

金が2,174百万円、売掛金が316百万円及び商品が107百万円増加したことによるものであります。

また、固定資産の残高は94百万円減少し、7,162百万円（前事業年度末7,257百万円）となっております。これ

は主に、減価償却等により有形固定資産が41百万円減少したことによるものであります。

この結果、資産合計残高は16,984百万円（前事業年度末14,530百万円）となっております。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は1,787百万円増加し、7,485百万円（前事業年度末5,698百

万円）となっております。これは主に、買掛金が398百万円及び短期借入金が1,200百万円増加したことによるも

のであります。

また、当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は43百万円増加し、2,314百万円（前事業年度末2,270

百万円）となっております。これは主に、長期借入金が18百万円及びリース債務（その他の固定負債）が11百万

円減少したものの、退職給付引当金が74百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計残高は9,799百万円（前事業年度末7,968百万円）となっております。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は623百万円増加し、7,185百万円（前事業年度末6,562百万

円）となっております。これは主に、四半期純利益を670百万円計上したことによるものであります。
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［経営成績］

当第３四半期累計期間の業績は、売上高は16,838百万円となり、前年同期間比225百万円（前年同期間比1.3％

減）の減収となっております。経常利益につきましては1,016百万円となり、前年同期間比91百万円（前年同期間

比9.9％増）の増益となりました。四半期純利益は670百万円となり、前年同期間比63百万円（前年同期間比10.4％

増）の増益となりました。減収増益の要因は主として、前年同四半期の消費税増税前駆け込み特需の反動及び新型

コロナウイルス感染症の影響により売上高が減少したものの、人件費や広告宣伝費等の経費は削減できたことによ

るものとなっております。

セグメント別の経営成績は、次の通りであります。

（イエローハット）

当社の主たる事業であるイエローハット事業におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態

宣言発令時、休業要請を行わない施設に指定されたことを受けて通常営業を継続しておりました。夏タイヤへの

履き替え時期でもあり、その交換作業は入りましたが、ドライブレコーダー等の趣味嗜好品は低迷致しました。

緊急事態宣言解除後の特別特定給付金支給もあり、６月以降は回復基調であったものの、2019年９月の消費税増

税前駆け込み特需の反動もあり、売上高は低調に推移致しました。また、第２四半期までは広告宣伝活動を自粛

等の経費削減もあり、セグメント利益（営業利益）は増益となりました。

この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高13,508百万円（前年同期間比3.4％減）、セグメント

利益（営業利益）は1,088百万円（前年同期間比1.6％増）となっております。

（TSUTAYA）

TSUTAYA事業におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛により書籍及びゲームの需要が

増加致しました。また、緊急事態宣言解除後の特別特定給付金支給によるゲーム需要の増加、さらに新型ゲーム

機「PlayStation５」の発売、コミック「鬼滅の刃」の販売等もあり、当第３四半期累計期間は好調に推移致し

ました。

この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高1,846百万円（前年同期間比16.7％増）、セグメント

利益（営業利益）は21百万円（前年同期間20百万円のセグメント損失（営業損失））となっております。

（アップガレージ）

アップガレージ事業におきましては、2020年11月に福島県会津若松市にアップガレージ会津インター店の新規

出店を行いました。

４月及び５月はイエローハット事業と同様の推移となりましたが、６月以降につきましては昨年の在庫適正化

（長期在庫の拡販による高粗利商品の品揃え）により高粗利商品販売が順調だったものの、８月以降は前年同四

半期の消費税増税前駆け込み特需の反動があり、当第３四半期累計期間は低調に推移致しました。

この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高768百万円（前年同期間比1.5％減）、セグメント利益

（営業利益）は74百万円（前年同期間比18.3％減）となっております。

（その他）

その他事業におきましては、2020年9月に宮城県大崎市のセガワールド古川店を退店し、同年11月同市にダイ

ソー古川バイパス店の新規出店を行いました。

ダイソー事業、宝くじ事業、保険事業及び不動産賃貸事業は好調に推移致しました。

自遊空間事業及びカーセブン事業におきましては、売上高は低調に推移致しました。

2019年９月に新規出店したコメダ事業により、「その他」の事業全体として、売上高は好調に推移致しまし

た。

この結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高715百万円（前年同期間比0.4％増）、セグメント利益

（営業利益）は71百万円（前年同期間比3.0％減）となっております。

 

(2）会計上の見積り及び見積に用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び見積に用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

　なお、当第３四半期累計期間における新型コロナウイルス感染症の影響に関しては、「第４　経理の状況　１　

四半期財務諸表　注記事項　追加情報」に記載している通りであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社の優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。
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(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6）主要な設備

　第２四半期累計期間までに計画中であった主要な設備の新設等について、当第３四半期累計期間において完了し

た設備は、次の通りであります。

（取得）

・アップガレージ事業において、当社は、「アップガレージ会津インター店」を2020年11月に新規出店しており

ます。なお、取得した設備の帳簿価額は35,187千円、売場面積は556.6㎡（163.4坪）の店舗であります。

・ダイソー事業において、当社は、「ダイソー古川店」を2020年11月に新規出店しております。なお、取得した

設備の帳簿価額は34,431千円、売場面積は935.21㎡（282.9坪）の店舗であります。

 

(7）経営成績に重要な影響を与える要因

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２　事業の状況　１事業等のリスク」に記載の通りで

あります。

 

(8）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社資金の収入は主として営業店舗による売上と借入によるものとなっております。

　当第３四半期累計期間においては、売上による収入、設備投資及び費用関係の支出は共に減少しております。ま

た、「第２　事業の状況　１事業等のリスク」に記載の通り、金融機関より借入を実施し、手元資金の増加をは

かっております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
 （2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,275,500 7,275,500

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。また、

１単元の株式数は

100株であります。

計 7,275,500 7,275,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 7,275,500 － 1,910,645 － 500,645

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 220,000 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,053,600 70,536

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元未満株式 普通株式 1,900 － －

発行済株式総数  7,275,500 － －

総株主の議決権  － 70,536 －

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ホットマン

宮城県仙台市太白区

西多賀四丁目４番17

号

220,000 － 220,000 3.02

計 － 220,000 － 220,000 3.02

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2020年10月１日から2020年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 928,407 3,103,187

売掛金 583,983 900,675

商品 5,237,612 5,344,738

貯蔵品 2,167 1,884

その他 521,295 472,173

貸倒引当金 △100 △230

流動資産合計 7,273,365 9,822,429

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,296,341 2,238,161

土地 1,913,440 1,934,039

その他（純額） 410,778 406,711

有形固定資産合計 4,620,561 4,578,911

無形固定資産 13,193 14,375

投資その他の資産 2,623,705 2,569,257

固定資産合計 7,257,460 7,162,545

資産合計 14,530,825 16,984,974

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,056,296 1,454,464

短期借入金 2,950,000 4,150,000

1年内返済予定の長期借入金 504,996 449,996

未払法人税等 243,720 307,740

賞与引当金 100,916 13,333

ポイント引当金 256,571 254,600

その他 585,746 855,140

流動負債合計 5,698,246 7,485,275

固定負債   

長期借入金 525,016 506,685

退職給付引当金 1,283,087 1,357,802

役員退職慰労引当金 150,066 151,855

資産除去債務 166,001 168,437

その他 146,144 129,256

固定負債合計 2,270,314 2,314,035

負債合計 7,968,561 9,799,310

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,910,645 1,910,645

資本剰余金 500,645 500,645

利益剰余金 4,113,476 4,713,166

自己株式 △108,380 △108,380

株主資本合計 6,416,386 7,016,077

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 145,877 169,586

評価・換算差額等合計 145,877 169,586

純資産合計 6,562,264 7,185,663

負債純資産合計 14,530,825 16,984,974
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 ※ 17,064,838 ※ 16,838,955

売上原価 9,407,274 9,345,312

売上総利益 7,657,563 7,493,642

販売費及び一般管理費 6,779,954 6,532,986

営業利益 877,609 960,656

営業外収益   

受取配当金 11,323 13,468

受取手数料 19,835 20,420

産業廃棄物収入 16,169 12,326

その他 22,953 30,529

営業外収益合計 70,282 76,745

営業外費用   

支払利息 19,784 19,039

その他 2,669 1,627

営業外費用合計 22,454 20,666

経常利益 925,437 1,016,734

特別利益   

固定資産売却益 － 36

特別利益合計 － 36

特別損失   

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 127 554

解体撤去費用 － 1,320

賃貸借契約解約損 12,369 －

特別損失合計 12,497 1,874

税引前四半期純利益 912,940 1,014,895

法人税、住民税及び事業税 237,794 298,234

法人税等調整額 67,960 46,415

法人税等合計 305,755 344,650

四半期純利益 607,185 670,245
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【注記事項】

（追加情報）

　固定資産の減損損失の算定における将来キャッシュ・フローの見積りについては、新型コロナウイルス感染症の

影響により、2021年３月期の上期は客数が鈍化するなど不安定な事業環境が継続するものの、下期からは徐々に回

復し2022年３月期には例年並の収益水準が見込まれると想定しております。

　なお、前事業年度の会計上の見積りで想定した仮定から重要な変動はありません。ただし、この仮定は不確実性

が高く、新型コロナウイルス感染症の収束が遅延し、影響が長期化した場合には見積りと将来の実績が異なること

もあります。

 

（四半期損益計算書関係）

※　当社の主たる事業のイエローハット事業において、主力商品であるスタッドレスタイヤの販売時期が11月か

ら12月に集中するため、通常第３四半期会計期間の売上高は、他の四半期会計期間の売上高と比べ著しく高

くなっております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年12月31日）

減価償却費 233,635千円 227,017千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月23日

取締役会
普通株式 70,555 10 2019年３月31日 2019年６月７日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月25日

取締役会
普通株式 70,555 10 2020年３月31日 2020年６月９日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
損益計算書
計上額
（注）３ 

イエ
ロー　　　　
ハット

TSUTAYA
アッ
プ　　　
ガレージ

計

売上高         

外部顧客への

売上高
13,989,595 1,581,688 780,825 16,352,109 712,728 17,064,838 － 17,064,838

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

14,898 1,528 314 16,741 9,907 26,649 △26,649 －

計 14,004,494 1,583,217 781,139 16,368,851 722,636 17,091,487 △26,649 17,064,838

セグメント利益

又は損失（△）
1,071,548 △20,804 91,672 1,142,416 73,272 1,215,689 △338,079 877,609

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイソー事業、自遊空

間事業及び保険収入等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△338,079千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
損益計算書
計上額
（注）３ 

イエ
ロー　　　　
ハット

TSUTAYA
アッ
プ　　　
ガレージ

計

売上高         

外部顧客への

売上高
13,508,619 1,846,093 768,773 16,123,486 715,469 16,838,955 － 16,838,955

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

7,391 1,103 330 8,825 10,411 19,237 △19,237 －

計 13,516,011 1,847,197 769,103 16,132,312 725,880 16,858,192 △19,237 16,838,955

セグメント利益 1,088,339 21,542 74,872 1,184,754 71,084 1,255,839 △295,183 960,656

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ダイソー事業、自遊空

間事業及び保険収入等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△295,183千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 86.06円 95.00円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 607,185 670,245

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 607,185 670,245

普通株式の期中平均株式数（株） 7,055,500 7,055,500

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月８日

株式会社ホットマン

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

仙台事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　英俊　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福士　直和　　印

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社
ホットマンの2020年４月１日から2021年３月31日までの第47期事業年度の第３四半期会計期間（2020年10月１日から
2020年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、
すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホットマンの2020年12月31日現在の財政状態並びに同日を
もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において
認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを
行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の
責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、
また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手し
たと判断している。
 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸
表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業
に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四
半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を
通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
 
・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ
ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら
れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ
ビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財
務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求
められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基
準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務
諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ
させる事項が認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重
要な発見事項について報告を行う。
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　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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